
宮崎県都城市、霧島酒造志比田工場に隣接した場所に開設した企業主導型保育園。木材を多用した、温かみのある園舎。利用定員は19人（2019年10月現在）。次年度以降は、最大48名まで定員増が可能となっている。

水まわりの特長
建物の特徴
きりしま たけのこ こども園は、社会福祉法人郡元福祉会と霧島酒造株式会社が連携し、内閣府が進める子育て支援制度「企業主導型保育事業」を活用して、2019（令和元）年10月に開設された企業主導型保育園である。霧島酒造の焼酎製造工場や焼酎の里霧島ファクトリーガーデンが位置する志比田町に位置。霧島酒造においては、子育てならびに子育て次世代の社員も多く、仕事と子育ての両立ができる職場づくりが課題であり、産休育休からの職場復帰も時期によっては、保育園などの預け先が決まらず、スムーズにできないなどの問題も一部発生していた。今回の保育園の開設により、さまざまな保育サービスによる仕事と子育ての両立支援や女性社員の活躍推進、産休育休からのスムーズな職場復帰の実現を目指している。

水まわりの特長
園児用トイレは、年齢や体格にあわせた器具を採用。また、保育士の目が行き届くように保育室に隣接してトイレを設置し、間に設けられた窓から、トイレの中を見守ることができるなど、細やかな配慮が施されており、保育士から好評の声が上がっている。自然な温かみを感じさせる木を多用した園舎。明るく清潔感があるトイレ内装は、竹の葉のデザインをあしらった濃緑のグラデーション。落ち着いた和の趣を持ちながら、園児たちが楽しくトイレに行くことができる。大便器は、家庭と同じトイレ環境にするため、すべて洋式便器を採用し、冬場も快適に使用できるように、暖房便座を設置している。

自然を感じられるよう木々豊かな開放感ある園庭を囲み、ゆったりとしたつくりの保育施設となっている。

建築概要
名称 きりしま たけのこ こども園（企業主導型保育園）
所在地 宮崎県都城市志比田町5654
施主 社会福祉法人 郡元福祉会
設計 株式会社環・設計工房 一級建築士事務所
施工 株式会社下森建装
竣工年月 2019年10月
敷地面積 1,994㎡
延床面積 770㎡
構造・階数 木造・地上1階

おもなTOTO使用機器
腰掛便器：CS230+SH230BA
ウォシュレットアプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5840PR
幼児用大便器：CS300B+S300BK、CS310B+S300BK／幼児用暖房便座：TCF40、TCF41R
幼児用手すり：YYB10P2S／紙巻器：YH51R
幼児用小便器： U310GW／ハイドロセラ・フロアキッズ：AB545KN
壁掛洗面器：L270CM／パブリック用手すり：T114CL9
ベビーチェア：YKA15R／ベビーシート：YKA25R
幼児用シャワーパン：PFS1100R／幼児用マルチシンク：SKL300LMAPR
パブリック用流し：SK330C／補高台（SK330C用）：SK330F

園児用トイレの一番手前と奥には、スタッフが使える大人用トイレを設置。誤った閉じ込めなど考慮し、園児の手が届かない高い位置にドアの鍵を設けている。保育室からスタッフが見守れる小窓を設けたトイレ空間。園児が粗相した場合に備え、幼児用シャワーパンや汚物流しを設置している。園児用の小便器は、使用中の身体を支えることができるグリップ付を採用。内装には、竹の葉をモチーフとしたグラデーションのタイルを使用している。

園児の送迎時に配慮し、天候を気にせず行き来できるよう送迎口までの通路に屋根が設置されている。また、お迎え時に、日中の園児たちの様子がモニターで放映されている。

近隣地域住民に一般開放を行い、公民館のような使い方もできるホール。車いす使用者や乳児連れに配慮してベビーチェアを備えた多機能トイレを設置している。体調不良児と病気が治りかけた回復期のお子様（病後児）を一時的に預かる専用保育室を2室用意。保育園園児のみならず、近隣の小学校6年生までを随時受け入れている。大きな窓から光が差し込む明るい保育室。室内には、園児でも使いやすい高さの幼児用マルチシンクを採用。調理の場を見せるという食育の観点から、ガラス窓越しの調理場は園児の目の高さにあわせ一段低くなっている。

多機能トイレを2ヶ所設置。車いす使用者やさまざまな利用者に配慮。乳児連れの保護者配慮として、ベビーシートも備えられている。

きりしま たけのこ こども園
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多機能トイレ 多機能トイレを2ヶ所設置。車いす使
用者やさまざまな利用者に配慮。乳児
連れの保護者配慮として、ベビーシー
トも備えられている。

もぐもぐルーム 大きな窓から光が差し込む明るい保
育室。室内には、園児でも使いやすい
高さの幼児用マルチシンクを採用。調
理の場を見せるという食育の観点か
ら、ガラス窓越しの調理場は園児の目
の高さにあわせ一段低くなっている。

病後児保育室・
体調不良児保育室

体調不良児と病気が治りかけた回復
期のお子様（病後児）を一時的に預
かる専用保育室を2室用意。保育園
園児のみならず、近隣の小学校6年生
までを随時受け入れている。

ぞうさんホール 近隣地域住民に一般開放を行い、公
民館のような使い方もできるホール。車
いす使用者や乳児連れに配慮してベ
ビーチェアを備えた多機能トイレを設
置している。

送迎口 園児の送迎時に配慮し、天候を気に
せず行き来できるよう送迎口までの通
路に屋根が設置されている。また、お
迎え時に、日中の園児たちの様子が
モニターで放映されている。

園児用トイレ 園児用の小便器は、使用中の身体を
支えることができるグリップ付を採用。
内装には、竹の葉をモチーフとしたグ
ラデーションのタイルを使用している。

園児用トイレ 保育室からスタッフが見守れる小窓を
設けたトイレ空間。園児が粗相した場
合に備え、幼児用シャワーパンや汚物
流しを設置している。

大人用大便器ブース 園児用トイレの一番手前と奥には、ス
タッフが使える大人用トイレを設置。
誤った閉じ込めなど考慮し、園児の手
が届かない高い位置にドアの鍵を設
けている。

建築概要
名称 きりしま たけのこ こども園（企業主導型保育園）
所在地 宮崎県都城市志比田町5654
施主 社会福祉法人 郡元福祉会
設計 株式会社環・設計工房 一級建築士事務所
施工 株式会社下森建装
竣工年月 2019年10月
敷地面積 1,994㎡
延床面積 770㎡
構造・階数 木造・地上1階

おもなTOTO使用機器
腰掛便器：CS230+SH230BA
ウォシュレットアプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5840PR
幼児用大便器：CS300B+S300BK、CS310B+S300BK／幼児用暖房便座：TCF40、TCF41R
幼児用手すり：YYB10P2S／紙巻器：YH51R
幼児用小便器： U310GW／ハイドロセラ・フロアキッズ：AB545KN
壁掛洗面器：L270CM／パブリック用手すり：T114CL9
ベビーチェア：YKA15R／ベビーシート：YKA25R
幼児用シャワーパン：PFS1100R／幼児用マルチシンク：SKL300LMAPR
パブリック用流し：SK330C／補高台（SK330C用）：SK330F

図面
自然を感じられるよう木々豊かな開放感ある園庭を囲み、ゆったりとしたつくりの保
育施設となっている。

水まわりの特長
建物の特徴
きりしま たけのこ こども園は、社会福祉法人郡元福祉会と霧島酒造株式会社が
連携し、内閣府が進める子育て支援制度「企業主導型保育事業」を活用して、
2019（令和元）年10月に開設された企業主導型保育園である。霧島酒造の焼酎
製造工場や焼酎の里霧島ファクトリーガーデンが位置する志比田町に位置。霧
島酒造においては、子育てならびに子育て次世代の社員も多く、仕事と子育ての
両立ができる職場づくりが課題であり、産休育休からの職場復帰も時期によって
は、保育園などの預け先が決まらず、スムーズにできないなどの問題も一部発生し
ていた。今回の保育園の開設により、さまざまな保育サービスによる仕事と子育て
の両立支援や女性社員の活躍推進、産休育休からのスムーズな職場復帰の実
現を目指している。

水まわりの特長
園児用トイレは、年齢や体格にあわせた器具を採用。また、保育士の目が行き届く
ように保育室に隣接してトイレを設置し、間に設けられた窓から、トイレの中を見守
ることができるなど、細やかな配慮が施されており、保育士から好評の声が上がっ
ている。自然な温かみを感じさせる木を多用した園舎。明るく清潔感があるトイレ
内装は、竹の葉のデザインをあしらった濃緑のグラデーション。落ち着いた和の趣
を持ちながら、園児たちが楽しくトイレに行くことができる。大便器は、家庭と同じトイ
レ環境にするため、すべて洋式便器を採用し、冬場も快適に使用できるように、暖
房便座を設置している。

外観 宮崎県都城市、霧島酒造志比田工
場に隣接した場所に開設した企業主
導型保育園。木材を多用した、温かみ
のある園舎。利用定員は19人（2019
年10月現在）。次年度以降は、最大48
名まで定員増が可能となっている。
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